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囲で◎，●は磁陽を板に垂eSleかけた場合のそれぞれ，．

FesO4不働態化t　rrFe203木鋤態化時間を示し；⑭，×に

卒行にかけた場合のそれぞれFesO4不働態化，γ・Fe2・03

不働態化，時聞である．

　b）水卒電極の場合：錯直電極の場合10％・－HNO3の

時のような垂直磁場と挙行磁場との差がみとめられなか

つたので，備電極を水挙にし陽極画を上向ぎにして行づ

ft．・この場合は馳にくらべてずつとγ・Fe森不働態化が

あζりやすくなる・水雫驕の場合には垂直磁場（磁場と〆

電瀞行）と挙行磁場（磁場と電流直角）とで10％HNbs

のときと國檬な差i

異がみとめちれる

く第7圖）この傾向

は初電流密度を墾

えても同様であつ

た・前の錯直電極

の場合に，垂直・

挙行磁場に差のな

いζとls　：段にな
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第　7　圖
る不働態化現象と闘蓮があるのであろう。

　耳£04の場合は磁場内でこしらえk被膜も電流を切る、

と活性化してしまう．なお錯直電極の場合，前より低い

濫度20℃で初電洗密度を一定（20qmA／cm2）とし，＊電

源電池軍屡（飼路は第2圖）とγIFe凸不働態化後の極聞

電藤・電流密度との闘係を示すと第8圖のようになる．

電源騒が2vφ場含，不働態化した後の電流密度が非

常｝こ小きいというζとは，このときの極問電匪が1b

＊eの條制まγF・＊）・不鋤態のSt・tSe6．（醸の低曜不

　働態化しやすい）－t　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　．　’

繊維構造と吸振敷果

　　　　　　　　　　　　　古　　川　　　浩

　本誌9月腕（1950年）で，紙，パルプ奪二，三の粘

弾性盤においては，その緩衝髄としての吸振効果がゴ

ムと類働性質を示し・そあ原因鷹維の内部鰍が．

ゴムの高分子構造と寒性的に枳似な關係があるるのご

期待さわTいるζと鳶遮ぺた．今画本研究所に設備さ

糠電手顯微鏡によつてその覆細構造をしらぺ酷果㌧

これ等絵維は分争の軍純な集合櫨ではなく，分子の集

團渾或う輩位の大いさにおいて第2表め構造孝つくV

その灘が集つtsたPt・3…kの構邉を形成し，かくし

て電子纈後鏡的超微細構潭から肉眼的可観の世麻》・

たる間に多敷の段階的構造をなしていることが明かと

なつた・口給1頁の爲眞によればその原繊維とも見ら

れる繊細で細長い構造が，或るところでは東歌となつ

て多敷集合し，また或るtころではからみあい，一部
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％－H2　SO4のγ・Fe2Qs被膜でお玉われた不溶性鐵陽極に

よる分解電匪寧よりも小さいということを示している．
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　　一　　　　　　　第　8一圖

　以土ジいままでみてきたところではγ・Fe203被膜は薄

くて，活性化しやすく．1さびどめの役にたてそうにない

が，厚く璽達する酸化膜とそうでないもの’との本質的な

es，　’γ・Fε03・H20コロイドを用いて陰極酌に被膜をつく

ることの可能性，緑色さびの被膜の防護性の問題等々今

後に残された問題がつぎつぎにとわれわれをまつてい

る．終りに電子顯微鏡撮影につぎ當所松永助教授の御援

助をいただいたことを感謝する．
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3）H．G．　Byers＆Mac　Darrin；JoufnAmer．　Chem．　Sco
　　32　（1910）．750　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　＿
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考かれわれの測定によれば20°Cで同檬の鋒件で2．04Vである．

では一本の織維から敷本の細い繊維が枝分れしている

等全盟としての層歌組織と網歌構造がよくおわかりに

なることと思う．「今これ等の繊維を積み重ねたプrッ

　　　　　　　．クが外力を受けた時の力學的模型を

　　　　　　　　考えると，各段階における繊維の内

　　　　　　　　部ではその弾性力と餓維の愛形速慶

　　　　　　　　K塵ずる流髄摩擦があり，繊維間の

　　　　　　　　接魍鮎で庵同じような摩擦力が働く・

　　　　　　　．ものと考えられるから，この系はバ

　　　　　　　　ネと弾壷によつて圖のような型のモ

　　　　　　　　デルとして抽象することができる．

　　　　　　　　したがつて衝撃や波動の傳播に封し．

　　　　　　　　てはさきに蓮ぺたような防振効果が

　　　　　　　’認められるわけである．なお實験に

　　　　　　　　は河村教授から経始御便宜を與えて

　　　　　　　いただいた末筆乍らここに厚くtsit，

　　　　　　　申し上げる．
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